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1992 年から 2005 年までの 14 年間の降水量の結
果を図 1 に示した。14 年間の平均値は江東、多摩
においてそれぞれ 1281 mm、1449 mm となって
いる。江東において最も少なかった年は 2000 年
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1997 年の 1096 mm、最も多かった年は 2000 年で
2269 mm となっている。特徴的なのは 2000 年にお
ける降水量で江東では最も少ない年、多摩では最
も多い年になっていることである。多摩における
2000 年の降水量が多いのは、特に 9 月 7 ～ 19 日の
期間に多かったことが原因と考えられる。苗村らの
調査 4）においても、この期間に奥秩父と多摩丘陵
でそれぞれ 183 mm、573 mm であり多摩丘陵にお
いては記録的な降水量を示している。1991 年から
2000 年の旬あたりの降水量の内（n=360）、300mm
以上の降水量を記録したのは、1991 年 9 月中旬の
451mm、1999 年 8 月中旬の 388mm、2000 年 9 月
中旬の 448mm の 3 ケースのみであり、2000 年 9 月
















































































調べる為に、当量比（N/S 比）を 1992 年から 2005


































pAi を pH と同様に、その逆数の常用対数をとって、
中和を全く受けなかったときに予想される pH とで
もいう量 pAi を以下の式で定義する。







と pAi の関係を図 4 に示した。点線で示したのは、
pH と pAi が 1 対 1 の関係を表している。江東にお
いて年平均値の降水中の pH 範囲は 4.5 ～ 5.2、pAi
は 4.1 ～ 4.4 となった。また、多摩において年平均
値の降水中の pH 範囲は 4.4 ～ 4.8、pAi は 4.2 ～ 4.5
となった。両地点とも 1 対 1 の直線よりも下部にプ
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